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　安らかにやわらぐこと、穏やかで変わりないこと、戦争や内戦がない状態を「平和」と言います。平和
は「人」から始まると考えるロータリーでは、「平和と紛争予防／紛争解決」を支援する活動の一つとし
て、「紛争の解決と平和における国際問題研究のためのロータリーセンター」すなわち「ロータリー平和
センター」を、世界の有力大学６つ（国際基督教大学含む）に2002年設置しました。紛争や迫害により
世界では6,500万人が難民となっている現在、平和のために活動する人材が必要とされています。「ロー
タリー平和センター」では、フェローシップ（奨学金）を提供し紛争の予防や解決に必要な専門的知識や
技術を教え、長期的な平和構築のための活動が出来る人材を育成し、平和推進者の世界的ネットワーク
を築いています。そのためにロータリーが集めた寄付金は、1億4,200万ドル。そして世界から選ばれる
フェローは毎年100名で、今までに平和構築に貢献できる人材を1,000名以上養成してきました。
　毎年100名のフェローの内訳は、指定大学で修士号を取得する者最高50名、また専門能力開発修了証
を取得する者最高50名が、この平和フェローシップ（奨学金）を受けることが出来ます。そして修士号
取得プログラムは、15～24か月の履習と休暇中2～3か月のインターンシップが義務付けられている他、
専門能力開発修了証プログラムでは、3か月間(2～3週間の実習を含む)の履習が求められ、どちらも条件
として職歴のある専門職業人が対象となっています。そして彼らの進路先としては、36％が非政府組織
に、15％が政府機関に、8％が大学など教育機関、研究や博士課程進学に、そして国連6％、ジャーナリ
スト2％等々で活躍されているそうです。このことは大変喜ばしく思うと同時にロータリアンとして誇ら
しく思います。
　日本人でも皆様ご存じの、国連難民高等弁務官であった緒方貞子氏、国連事務総長特別顧問、現在は国
連事務次官として「軍縮」をライフワークとし、先頃の国連会議でも「核兵器廃絶採択」をした中満泉氏
（スポンサー厚木ＲＣ）、日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）に所属し、パレスチナにおいて子供
達の人道支援にあたっている金子由佳氏（スポンサー熊谷東ＲＣ）、また当地区からも平和センター創
設以来7年間毎年輩出しており、タニア氏（浦和東ＲＣ）、ネイザン氏（戸田ＲＣ）、イ氏（幸手中央Ｒ
Ｃ）、岸谷美穂氏（浦和ＲＣ）、スティーブン氏（春日部ＲＣ）、ライアン氏（越谷北ＲＣ）、西倉めぐ
み氏（大宮東ＲＣ）、ジェイソン氏（大宮西ＲＣ）、メルビア氏（草加ＲＣ）等々の皆様がいます。そし
てここしばらく該当者がいませんでしたが、本年度は久しぶりに当地区より、レバノンでシリアからの難
民支援を行っている竹ノ内千明氏（浦和中ＲＣ）が選考されました。是非とも今後の彼女の活躍を注視し
たいところであります。
　他に「平和のためのロータリアン行動グループ」をご存じでしょうか。これは世界平和会議（田中作次
元ＲＩ会長年度では広島で開催）が象徴されるように、ロータリアンがいかに世界平和に貢献するかに基
づくものですが、例えば「日本の孤児を支援する行動グループ」もあります。これは東日本大震災で300
人以上の子供達が津波の被害により孤児となりましたが、この子供達をイギリスのリッチモンドのロータ
リークラブでサポートされている慈善団体が、クリスマスプレゼントや英国に招待したりなどの支援をし
ています。
　「平和」への切り口は様々あります。紛争予防、紛争解決をはじめ、社会体制の整備、地域開発とその
経済、環境改善、教育や男女差別の問題、ガバナンス、健康の維持管理など挙げれば様々です。皆様も
ロータリアンのひとりとして、そしてクラブとして世界平和に貢献できることは何か、そのためのリソー
スとしてどのようなものがあるか、そしてその活動によっての成果は等々、この機会に是非とも考えてみ
ては如何でしょうか。

２０１７～１８年度　ガバナー
国際ロータリー第2770地区
　ガバナー　大貫　等（上尾西RC）

「平和と紛争予防／紛争解決」月間に
寄せて
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感謝の集い

　平成29年12月23日（土）ラフレさいたまにおいて感謝の集いを開催させて頂きました。今年は土日の
連休ということもありクリスマス例会やイベント等を開催しているクラブも多かったと思われますが、そ
んな中ガバナーをはじめ地区指導者の皆様、指定校教職員、世話クラブの会長、幹事、カウンセラー他約
140名のご参加を頂き開催させていただきました。
　感謝の集いとは、米山奨学生が日ごろお世話になっているカウンセラーやクラブの皆様に感謝の言葉を
申し述べプレゼントをするという当部門の毎年の恒例行事です。本来は、クリスマスということになりま
すが、米山奨学生は多種多様な国･地域、また宗教上の理由からクリスマスを祝えないことがあるため感
謝の集いと銘打って開催しています。
　内容については、ご承知の方が多いと思いますが第一部では前段で記述したとおり奨学生が感謝の言葉
を述べプレゼントを渡します。そのプレゼントも学生によって様々で、お酒、母国の民芸品、手作りの物
などなどです。第二部懇親会ではガバナーより各学生のプレゼントが手渡されます。その際毎年ガバナー
にはサンタの衣装を着ていただきますが、大貫ガバナーはどうしても着ないと駄目かとちょっと渋ってお
りましたが最後は快くサンタの衣装を着て頂きました。
　設営、進行に不備があり皆様にご迷惑をお掛けした部分もありますが、楽しい一日を過ごすことが出来
ました。最後に、会場を提供して頂いたラフレさいたま、早い時間から設営をして頂いた委員会及び関係
各位、そしてご参加頂いた皆様に感謝を申し上げご報告とさせて頂きます。

米山記念奨学部門部門委員長

　金杉　　豊（八潮RC）
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中川年度　壮行会

　去る2017年12月18日　パレスホテル大宮に於いて国際ロータリー第
2770地区2018-19年度中川高志ガバナ―エレクト壮行会が行われ、大
勢の皆様の御出席がありました。
　開式は、徳山義行大宮RC会長エレクトが行い、続いて江本直浩会長
が挨拶され、その後４人のパストガバナーが挨拶されました。
　久世晴雅PGは、「壮行会は、ガバナー輩出クラブで行われるもので
あり、中川年度を支えていくための会です。私もトロントへ行こうと
思っていますので、皆様も一緒に行きましょう。そして、中川さんを激
励しましょう。GETSでは、中川さんは2770地区を代表することにな
ります。そういう責任があります。皆様も2770地区のため、中川さん
のため、来年度はご協力、ご支援ください。」
　浅水尚伸直前Ｇは、「私も何年か前に同じような壮行会を開いて頂き
ましたが、当時の記憶がないほど、GETSに向けての緊張感を持ってい
ました。中川さんに申し上げたいのは、後ろに2770地区が、控えてい
るということ。中川さんは、我々全員が一致協力して支えていこうと
思っていることを自覚して、これからのロータリーライフに望んで頂け
ればと思います。中川さんに於かれましても、自信を持って頂き、この
地区を支え発展させて頂きたいと思います。」
　田中德兵衛次年度研修リーダーは、「来年度は地区研修リーダーと言
うことで、中川さんともどもお世話になります。来年度のバリー・ラシ
ンさんは、中川さんと同じお医者様と聞いており、奇遇です。中川さ
んは、私がガバナー年度の大宮RCの会長さんでした。これも奇遇です。

次年度地区幹事

　飯野　耕司（大宮RC）
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地区研修リーダーと言うものは、ガバナーのもとで展開されるセミナーを一緒に創っていくのも役目であ
ります。大宮RCの皆様おめでとうございます。ガバナーを出すということは、大変なことも多いと思い
ますが、１年間中川ガバナーを支え地区中を駆け巡って、ここに大宮RCがあるんだという存在感を示し
て下さい。来年度お世話になります。おめでとうございます。」
　渡邊和良PGは、「私と中川さんは、大宮RC会員の鈴木先生にお世話になっていますので、健康に過ご
されることと思います。中川さんは、２年間地区で勉強され地区の問題点などを把握されていると思いま
す。私も中川さんと同じように初めはとげとげしかったかも知れませんが、徐々に丸くなっていきますの
で皆様ご安心ください。１月にはいよいよサンディエゴです。私の時は、538地区からエレクトが来まし
たので、大きな会場でした。中川さんもしっかり活動してきて下さい。私がガバナーの時に言われたこと
を紹介します。
　１．年間を通してブレない。２．クラブの代表として来るのだから、クラブを大事にする。
　中川さんには、この２点を大事にしてもらいたいと思います。お体には、無理なさらず頑張って下さ
い。」と、お言葉を頂きました。続いて、熊木広光次年度第3GRガバナー補佐、伊藤公仁次年度管理運
営部門委員長お２人から激励の言葉を頂きました。最後に中川ガバナーエレクトが、お礼のご挨拶を述べ
られ会は終了いたしました。
　その後、懇親会が井原實PGの挨拶で始まり、恵川一成次年度ロータリーの友地区代表委員が乾杯の挨
拶をされ、中締めを小林操ガバナーノミニーが挨拶され、閉会の言葉を遠藤省吾大宮RCパスト会長が行
い、宴たけなわの内に終了いたしました。
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「我がクラブ」第４グループ
養護施設の子供達に移動動物園を提供

　去る12月２日(土)、財団地区補助金事業として「児童養護施設い
わつき」に於いて移動動物園を開催しました。ペットを飼うことが
許されないこの施設の子供達に「動物との触れ合い、愛でる心、傷
を負う心への癒し、それらをたった一日でも届けてあげたい…」
との思いから始まりました。当日の天気は雲一つない青天に恵ま
れ、穏やかなこの冬一番と言える暖かい日でした。開会式が終わる
と子供達は一斉に広場一杯に飛び散り、其々エアー遊具で無邪気に
飛び跳ねる子、中型の蛇を首に乗せ得意気にしている子、ポニーに
乗馬しポーズを決めてカメラに向かう子、ウサギや鶏、山羊や羊な
どを追いかけ回して抱きかかえる子、又は動物達に餌をあげている
子、普段触ることも目にする事もままならぬ施設の子達は、皆生き
生きと満足した表情で僅か４時間余りの短い一時でしたが、思い思
いに楽しんでおりました。終了後、子供達からクラブ会員への感謝
の気持ちを伝えてくれました。私達ロータリアン、施設職員、子供
達、その場にいた誰もがほのぼのと感じた一日となりました。因み
にこの事が「産経新聞」や「埼玉新聞」にも掲載され、クラブ会員
皆の奉仕の励みにもなった事は紛れもしない事実です。これからも
我々がこの施設の子供達が少しでも幸せと思える事業を続けて行き
たいと考えております。

第４グループガバナー

　会長　丹野　寿明（岩槻東RC）
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草加シティロータリークラブ
加盟認証ご挨拶

　2017年12月21日に国際ロータリーより加盟認証されました。
　これまでにクラブアドバイザーであります、田村亮夫パストガバナーを始めとして、多くの方々にご指
導、ご鞭撻を賜り、今日を迎えることができました。
　大貫等ガバナーに置かれましては、ただならぬご配慮を賜り、深く感謝を申し上げます。
　私はクラブ創立会長に選任され、大変な重責を担うこととなりました。会員は20名からの出発であり
ますが、今年度の活動計画で最大のテーマは会員増強としており、一人でも多く会員増強を行いたいと考
えております。
　ロータリーを学んでいかなければならないメンバーばかりでありますので、五大奉仕をしっかり学び、
ロータリー活動へ取り組める姿勢づくりに励んで行きたいと思います。
　今後は、多くのロータリアンのご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。

創立会長　百瀬　皓（草加シティRC）

　金
キム

　熹
ヒヒョ ン

賢
（2017～ 2018年度　米山奨学生　世話クラブ：八潮ロータリークラブ）

学友の窓

　米山記念奨学生になれて、工学修士課程に進学しアカデミックな知識と
経験が増えたのは勿論のことですが、ロータリーの一部に所属されること
でロータリアン、学友やローターアクト、米山奨学生に出会え、より多く
の奉仕活動に参加できるようになりました。米山奨学生の間には、常に奨
学生同士の連絡と勧誘によりロータリーの組織や各クラブなどで行う奉仕
活動の情報が流れ、多くの参加者を集めております。このような奉仕活動
は、様々な年齢と環境の中で生きる方々に会え、日本の社会においての理
解を深める機会になりました。振り返ると、奉仕活動をする度、心が真っ
すぐになり、私自身も奉仕を受けていたと感じます。ロータリー、その意
味のように、温かい力が回りまわる輪の中で米山奨学生として活動できて、
とてもとても良かったと思います。
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　９月16日㈯に大貫等ガバナー・柴田覚ガバナー補佐・前島昌文地区副幹事をお迎えして、さいたま大
空ＲＣの公式訪問が行われました。
　例会に先立ち行われました懇談会では、当クラブの年度計画の中で抱えている問題について、ご指導と
ご指摘をしていただきました。また、当クラブで計画しているスリランカの水道奉仕プロジェクトと青少
年との異文化交流のために行っている春節祝いの例会を、新たな方法で実行する為の貴重なアドバイスを
頂きました。今度、これらを踏まえてもっと有効な奉仕活動を会員の皆さんと行っていきたいです。
　その後の例会では、クラブ協議会で各委員長の一人一人に分かりやすいご指摘とご指導はクラブの発展
において力になります。
　大貫ガバナーからご指導をもとに目標を達成して、今年度を成功した一年になるために、会員一丸と
なって残りの９カ月ロータリー活動にまい進いたします。
　ガバナー公式訪問、有難うございました。

公式訪問ご報告

さいたま大空ロータリークラブ 平成２９年９月１６日　

会長：マヘーシ　ダサナーヤカ／幹事：倉金　由幸
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　大貫ガバナー、福田ガバナー補佐をお迎えして公式訪問例会が開催されました。
　例会に先立ち別室にて会長、会長エレクトロ、幹事、副幹事との懇談会でクラブの現状報告を説明し、
大貫ガバナーより、地元地域に対する奉仕についての取り組みについて、長く継続事業としての園児と高
齢者の交わりに他にないクラブですねと話され良い事業ですねとお言葉をいただきました。
　続いて例会場へ移動し、全会員が拍手を持ってお迎えし、なごやかな昼食会となりました。
　例会では会長の歓迎挨拶から始まり、時間の都合で誕生日のセレモニーをなくして、例会プログラムに
入り卓話ではプロジェクターを使って大貫ガバナーのプロフィール、RI会長の話、地区の方針について
詳しくご説明いただきました。
　例会後休憩はさみ大貫ガバナー、福田ガバナー補佐と会員全員で写真を撮り終えた後、大貫ガバナーと
の協議会が行われました。
　協議会では各部門委員長及び各小委員会委員長から年度計画の発表があり、それに対してクラブの社会
奉仕活動は他クラブにない取り組みとガバナーからの熱意あるご講評をいただきました。
　最後に福田ガバナー補佐より総評を頂き、会員の出席率100％の良いクラブ協議会になったと感謝いた
しております。
　大貫ガバナー、福田ガバナー補佐、ありがとうございました。

さいたまシティーロータリークラブ 平成２９年９月１９日　

会長：新保　信義／幹事：永堀　智一
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　９月21日木曜日、私たちの例会場「川口そごう・ダリアルーム」に大貫ガバナーを公
式訪問としてお迎えした。朝は10時半に到着され、事前の懇談から始まる。川口クラブ
の特性をひとつずつ確認して、きちんと取材していく様子、さすがだ。
　ガバナーは毎日のように公式訪問に出かけられ、毎日同じことをしているのだが、飽
きることなくきちんと接しられている。私なら飽きてしまって「こういう風に涼やかに
丁寧にはできないな」、と反省至極である。その後は例会で、RI会長の方針、2770地区としての方針、
そしてお願い事項などを説明していただき、例会終了後は、懇談会で各委員会の様子を聞き、かつアドバ
イスしていただいた。
　「ガバナーの品格があって地区は動く」。
　大貫ガバナーのお人柄を知り、品格ある大貫
さんに触れ、川口ロータリークラブも頑張らね
ばならないと思った、有意義な一日であった。
大事なのは増強である。

川口ロータリークラブ 平成２９年９月２１日　

会長：小林　玖仁男／幹事：小倉　克徳

　平成29年９月20日（水）第2426回例会は、大貫等ガバナー、
林　明ガバナー補佐、那須敬明地区副幹事を御迎えしてのガバ
ナー公式訪問例会でした。
　午前11時からの懇談会では、三牧会長、奈良会長エレクト、
渡辺幹事と幸手RCの現状、今後について意見交換が行なわれ
ました。例会では、３名の新入会員の入会式が行なわれました。
ガバナーの卓話でガバナーの人となりとロータリーへの思いを聞かせていただきました。
　クラブ協議会では、例年同様各委員長からの報告形式で行なわれました。ガバナーから50年の歴史と
会員40名を超える幸手RCへ過分なるお褒めの言葉も頂きましたが、それに応えるためと身が引き締まっ
た思いでした。また恒例の懇親会にも最後までご出席頂き、上座を離れ会員一人ひとりにお酌をし、気さ
くにお話をしていただきました。大変感謝致しております。
　午前から夕刻遅くなるまで１日幸手ロータリークラブの為にありがとうございました。程良い緊張感の
中、大貫ガバナーのお心遣いにより、なごやかにそして成功裏に公式訪問例会を終える事ができました。
本日得る事ができましたすべての情報を踏まえ今後共ロータリー活動に邁進してまいりたいと思います。

幸手ロータリークラブ 平成２９年９月２０日　

会長：三牧　信吾／幹事：渡辺　光浩
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　９月26日（火）春日部商工会議所会議室において、大貫等ガバナーの公式訪問を受けた例会が開催さ
れました。大貫ガバナーが春日部ロータリークラブの会員に伝えたことは、次のとおりでした。
　①クラブの柔軟性が必要です。会員数が減少していることも含めて、柔軟なクラブ運営を行ってください。
　②�クラブの柔軟性ということは責任も伴う。５年後、10年後の春日部クラブがどうなっているのか、

ということを考えながら運営してください。
　③�このクラブの特色はなにか。一つの奉仕活動に特化したクラブを目指しては。その中から親睦と奉仕
が生まれ、クラブの活性化に繋がると思います。

　大貫ガバナーの示唆に富んだメッセージに大いに感謝いたします。

春日部ロータリークラブ 平成２９年９月２６日　

会長：小島　喜久雄／幹事：寺門　孝彦

　９月27日、大貫ガバナー、杉中地区幹事、池田ガバナー補佐、村山ガバナー
補佐幹事の４名様が、当桶川ロータリークラブに公式訪問として御来訪いただき
ました。
　ガバナーも地区幹事も同じ第５グループ。そして池田ガバナー補佐、村山補佐
幹事は、わが桶川ロータリークラブのメンバーということで、皆さんよく存じ上
げているお顔で和気藹々とした雰囲気の中でひとときを過ごすことが出来ました。
　当日は２名の新入会員の入会式も行われ、大貫ガバナーより、ロータリーバッ
ジをつけていただき、新入会員にとって思い出に残るであろう入会式となりまし
た。
　また、クラブ協議会では各委員会の活動報告に対し、ガバナーより的確な御指
導や御感想をいただき、大変参考になりました。

桶川ロータリークラブ 平成２９年９月２７日　

会長：鈴木　拓雄／幹事：小板橋　好
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浦和東ロータリークラブ 平成２９年９月２８日　

会長：利根澤　正之／幹事：佐野　敏樹

　９月28日小雨が時折降る中、大貫ガバナー、半田ガバナー補佐、杉中地区副幹事を迎えてガバナー公
式訪問が開催されました。
　まず初めに懇談会では、当クラブの現状、将来像、会員増強、各奉仕活動の進め方などについてガバ
ナーより的確かつ温かみのあるアドバイスを頂き、今後のクラブ運営に自信を深めることが出来ました。
続きましてクラブ例会に参加いただきました。当日はアルゼンチンより交換学生だったアルハンドロ君が
二十年ぶりに奥様を携えて来日、例会に来ていただくという感動的なことも有りました。メインであるガ
バナー卓話では、ご自身の経験であります、人と動物の係わり方、ペットにも飼い主の人格が反映される
という話が印象的でした。
　その後会場を換えてのクラブ協議会を行いました。30名ほどの各委員長の真剣な発表にガバナーは丁
寧に講評をして頂き、改めてロータリーの理念や大貫ガバナーの方針等をクラブ会員全員で共有すること
ができ、大変有意義な公式訪問となりました。心より感謝申し上げます。

春日部イブニングロータリークラブ 平成２９年９月２８日　

会長：須田　浩／幹事：広地　進

　９月28日、大貫等ガバナー、海老原秀典ガバナー補佐、杉中尚平地区副幹事をお迎えしガバナー公式
訪問が行われました。大貫ガバナーは当日２件目の公式訪問というお忙しいスケジュールの中、会長幹事
との懇親会、公式訪問例会、クラブ協議会、そして懇親会まで出席していただきました。大貫ガバナーか
らは卓話でRIテーマについて詳しく説明していただき、またクラブ協議会では当クラブに対して「クラ
ブの特徴をアピ－ルして下さい」や、「グロ－バル補助金を活用して下さい」等多くのアドバイスと激励
をいただきました。
　大貫ガバナー、海老原ガバナー補佐、熱意溢れるご指導、深く感謝申し上げます。
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川口北東ロータリークラブ 平成２９年１０月３日　

会長：木内　賢治／幹事：伊田　都

　10月３日（火）に、大貫等ガバナーをお迎えしました。秋雨
の天気予報の中、雨に降られることもなく、お見送りの際に
は太陽も顔を出し、川口市立グリーンセンターの花々、木々
も日に照らされて、歓迎の気持ちが表れているようでした。
　ガバナー卓話で、ご自身のこと、国際協議会のことなど興
味深く聞かせて頂きました。クラブ協議会では、弱点に思っ
ていたクラブの高齢化問題を、むしろ特徴ととらえ、高齢者
ならではの活動を考え、実現化しては、とのアドバイスを頂いた際には、会員一同感嘆の声があがりまし
た。その他にも貴重な意見を伺えて、大変有意義なクラブ協議会になりました。
　最後となりましたが、大貫等ガバナー、同行頂いた植野正裕ガバナー補佐、浅見勲地区副幹事、本当に
ありがとうございました。

庄和ロータリークラブ 平成２９年１０月４日　

会長：生田　英生／幹事：斉藤　義則

　10月４日、大貫ガバナーによる公式訪問例会を行
いました。徒歩でみえた大貫ガバナーと、海老原ガバ
ナー補佐同席の下、11時より懇談会、以後例会で卓
話を頂き、クラブ協議会・コーヒーとケーキの懇親会
と、意義ある充実した１日を過ごさせて頂きました。
　クラブの内情を良くご理解頂いており、ロータリー
家族・青少年との付き合い方法、また、事業の取り組
みへのヒントを頂きました。最東へのクラブ訪問、あ
りがとうございました。
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桶川イブニングロータリークラブ 平成２９年１０月５日　

会長：細井　隆俊／幹事：岸　雅宏

　10月５日（木)　大貫等ガバナー、池田遥愰ガバナー補
佐、村山隆之ガバナー補佐幹事をお迎えしての公式訪問
が開催されました。
　16時より桶川市べに花ふるさと館茶室にて事前懇親会
があり、当クラブの問題点等を親身にご指導して頂きま
した。その後、17時半より公式訪問例会が始まり大貫等
ガバナーご自身の経歴・ロータリークラブへの熱い思い
等を拝聴しました。
　18時半から食事会をし、19時よりくらぶ協議会を行いました。
　各委員会ごとに現状報告ならびに活動方針を発表し、ガバナーによるご指導を賜りました。
　大貫等ガバナーには、当クラブの現状をご理解して頂き、今後に活かすことの出来るよいアイデア・ア
ドバイスを頂きました。これから、うまく活かして行けるようにしっかり頑張って行きたいと思います。
　長時間にわたり、当クラブの為に有難うございました。会員一同大変感謝しております。

鴻巣ロータリークラブ 平成２９年１０月１０日　

会長：津田　ひろみ／幹事：大澤　一司

　10月10日（火）大貫等ガバナー、池田遥愰ガバナー補佐、村山隆之ガバナー補佐幹事、寺西修身地区
副幹事をお迎えしガバナー公式訪問を開催いたしました。
　例会前の懇談会では会長、幹事、会長エレクトを交えクラブの活動状況また問題点などの報告に対しイ
ンターアクトクラブと積極的に交流する方法や姉妹クラブ（台南府城ロータリークラブ）との合同奉仕、
また研修リーダーのもと組織、用語、ルール、システムなどタイトルを変え早い段階で新入会員に度々勉
強会をすることが大切など、様々なアドバイスやご提案をいただきました。
　例会では新入会員の方にバッチの授与をしていただきました。
　卓話では幼少の頃のガバナーの写真を見せていただきながらとても和んだ雰囲気で始まりRI方針、地
区方針を丁寧にご説明していただきました。
　協議会では各委員長に講評とわかり易いアドバイスをいただきとても参考になりました。
　最後の総評ではクラブの特徴を活かした継続事業または新規事業を検討するべきという貴重なご意見を
いただきました。今後のクラブ運営の課題
にしていきたいと思います。
　そして懇親会では大貫ガバナーをかこみ
みなさんで楽しい時間を過ごすことができ
最後まで大変有意義な公式訪問となりまし
た。
　お忙しい中、大貫ガバナーご指導いただ
き本当にありがとうございました。
　会員一同心より感謝申し上げます。
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越谷北ロータリークラブ 平成２９年１０月１１日　

会長：長谷川　真也／幹事：大島　直幸

　10月11日（水）大貫ガバナー・原ガバナー補佐・加藤ガバナー補佐幹事をお迎えし、公式訪問が行わ
れました。大貫ガバナーにはクラブ協議会において各部門に的確なご指導を頂き、特に職業分類の充実に
よる会員増強の方法をご教授頂きました。
　夕方よりもう一件公式訪問があるとの事で、クラブ協議会後の懇親会の開催は叶いませんでしたが、大
変有意義な一日となりました。これからもご指導を宜しくお願い致します。ありがとうございました。

吉川ロータリークラブ 平成２９年１０月１１日　

会長：稲垣　壯一／幹事：邨田　茂

　10月11日（水）大貫ガバナー、第10グループ宇田川ガバナー補佐をお迎
えし吉川ロータリークラブ例会場にて公式訪問を開催致しました。
　午後４時より会長・幹事・会長エレクトが出席し、懇談会ではクラブの
特徴,現況報告の中から質問を受けました。その後クラブ分裂による吉川中
央RC設立に至る経緯と現会員の心の傷について報告・相談致しました。例
会では国際協議会の映像を交えてRIの方針、ロータリー活動の重点項目な
どの卓話を頂きました。その後、本来でしたらクラブ協議会で各委員会の
活動報告に対するアドバイスを頂く所でしたが、クラブ分裂及び吉川中央RC設立についてクラブ協議会
を開きました。大貫ガバナー・宇田川ガバナー補佐に的確かつ柔軟なアドバイス・指摘を受け充実したク
ラブ協議会となりました。会員一同心より感謝申し上げ報告と致します。
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M・P・H・F（3）

小林玖仁男
（川口）

平成29年12月22日

大口寄付 10,000$

林　明
（久喜）

平成29年12月22日

大口寄付 12,200$

大木保司
（上尾）

平成29年12月14日

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

大口寄付 13,911.45$

芝崎眞理
（川口）

平成29年12月22日

M・P・H・F（5）

野崎昌雄
（川口中央）

平成29年12月14日

M・P・H・F（7）

野原　宏
（久喜）

平成29年12月22日

ベネファクター

小栗隆義
（幸手）

平成29年12月25日

M・P・H・F（1）

夢川善裕
（久喜）

平成29年12月22日

M・P・H・F（4）

菊池圀光
（庄和）

平成29年12月26日

M・P・H・F（5）

黒澤和夫
（浦和南）

平成29年12月28日

M・P・H・F（5）

松崎　宏
（久喜）

平成29年12月22日

M・P・H・F（4）

関口　茂
（大宮）

平成29年12月22日

M・P・H・F（5）

堂坂信行
（庄和）

平成29年12月26日

M・P・H・F（5）

延島三男
（川口北）

平成29年12月19日

M・P・H・F（1）

大島修一
（久喜）

平成29年12月22日

P・H・F

福島謙二
（大宮）

平成29年12月20日

P・H・F

千葉和枝
（春日部西）

平成29年12月20日

P・H・F

仲川　聡
（川口）

平成29年12月22日

P・H・F

野並伸行
（浦和南）

平成29年12月28日

M・P・H・F（1）

田中潤一
（春日部西）

平成29年12月11日

P・H・F

桐ケ谷正夫
（久喜）

平成29年12月22日

ベネファクター

林　和弘
（春日部西）

平成29年12月11日

M・P・H・F（5）
ベネファクター

生田英生
（庄和）

平成29年12月26日
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米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

米山功労者マルチプル（5）

岩崎一隆
（蓮田）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（7）

伴　光治
（久喜）

平成29年12月18日

米山功労者マルチプル（4）

清水良朗
（大宮南）

平成29年12月18日

米山功労者マルチプル（7）

井上正巳
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（7）

金子　弘
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（6）

中野政廣
（蓮田）

平成29年12月22日

米山功労者メジャードナー（10）

十川英男
（蓮田）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（5）

宗像英明
（大宮南）

平成29年12月18日

米山功労者マルチプル（8）

木村集亮
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（7）

生田英生
（庄和）

平成29年12月26日

米山功労者マルチプル（5）

小林玖仁男
（川口）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（7）

野原　宏
（久喜）

平成29年12月18日

米山功労者マルチプル（7）

岩上幸二
（幸手）

平成29年12月25日

米山功労者メジャードナー（10）

野原哲夫
（さいたま欅）

平成29年10月26日

米山功労者マルチプル（3）

井山一男
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者

大島修一
（久喜）

平成29年12月18日

準米山功労者

山縣史朗
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（3）

倉持政宏
（久喜）

平成29年12月18日

米山功労者

桐ケ谷正夫
（久喜）

平成29年12月18日

準米山功労者

小澤竜一郎
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者

飯島よしこ
（川口南）

平成29年12月13日

準米山功労者

木林佑亮
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者

高部昭男
（三郷ウエンズデー）
平成29年12月21日

準米山功労者

林　秀雄
（庄和）

平成29年12月26日

米山功労者マルチプル（2）

北村　透
（川口）

平成29年12月22日

米山功労者

山口孝明
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（2）

星野孝夫
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者

菅谷東治
（さいたま中央）

平成29年12月22日

米山功労者マルチプル（3）

河野富美男
（久喜）

平成29年12月28日

米山功労者

市川義明
（さいたま中央）

平成29年12月22日

準米山功労者

平井信也
（さいたま中央）

平成29年12月22日
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吉 澤 裕 太
（上尾西）

平成29年12月6日入会
おおわだ司法書士事務所

司法書士

白 濱 龍 興
（蓮田）

平成29年12月6日入会
医療法人社団 心の絆 蓮田よつば病院

内科

井古田晃伸
（浦和）

平成29年12月22日入会
埼玉りそな銀行 浦和中央支店

都市銀行

柳 　 和 宏
（川口）

平成29年12月14日入会
㈲サンクリーンヤナギ
総合ビルメンテナンス

岡 野 政 美
（上尾北）

平成30年1月5日入会
㈱ティー・エム・シー

不動産管理

新
会
員

新
会
員

兼杉 涼二 様
（大宮）

平成29年12月3日
享年 86 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

文　庫　通　信（365号）
http://www.rotary-bunko.gr.jp

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして
1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整
備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、
文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承りま
す。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、
ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

資料より
◎「純粋親睦」　佐古亮尊　大村北R.C.　2011　2p
　　（回首原点－ロータリーの心を尋ねて（その７））
◎「ロータリーは思想である」　佐古亮尊　大村北R.C.　2016　6p
　　（回首原点－ロータリーの心を尋ねて（その８））
◎「なぜ私たちは他人に親切にするのであろうか」　富田英壽　2017　2p
　　（ロータリーの心をたずねて）
◎「基本に返って、魅力あるロータリーに」　富田英壽　2017　5p
　　（ロータリーの心をたずねて）
◎「ロータリーはどこへ？－ロータリーの目的と自分の人生の目的のベクトルを合わせる生き方」
　　刀根荘兵衛　2017　3p（夢を語り、現在（いま）を刷新）
◎「ロータリーとは？」　鈴木一作　2018　4p（D.2800月信）
◎「ロータリーと持続可能性」　吉田雅俊　2017　1p（D.2580月信）
◎「柔軟性導入は会員増のソリューションなのか？」　小船井修一　2018　9p（D.2840月信）
◎「五つのテスト？」　玉井清治　2017　1p（D.2510月信）
� 〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105―0011�東京都港区芝公園2―6―15

黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456
FAX（03)3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時
休館＝土・日・祝祭日

№８ ＧＯＶＥＲＮＯＲ’Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ
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2018年2月号
発⾏：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第3ゾーン担当

■1月14日からアメリカ・カリフォルニア州サンディエゴで国際協議会が開催されました。

世界全地区から539地区、日本の34地区のガバナーエレクトとパートナーが一堂に会し、来るべき新しい年度に

向けて研修を重ねました。バリー・ラシン国際ロータリー会長エレクトから発信された力強いテーマをしっかりと胸に

受け止め、新たなロータリーの世界に思いを馳せておられることでしょう。

私たちロータリアンは、会員基盤を強化し、柔軟なクラブ運営をすることにより、より多くの理解者を増やす必要が

あります。ロータリーの素晴らしい理念を一人でも多くの人々と共有し、私たちが目指す究極の世界平和を手にし

なければならないからです。また、理念を求めると同時に行動もしなければなりません。皆様方お一人おひとりが

ロータリーの伝道者であります。ロータリーが活性化する、そのことのために更なる歩みを進めて頂きたいと思いま

す。

国際ロータリー 理事エレクト 三木 明

Zones 1 & 2 & 3

■各地域社会でのロータリー広報・公共イメージ活動

ロータリーの公共イメージの向上を図るために、ロータリーにはロータリアンやその活動の恩恵を受ける地域社会の人々

との間に心温まる感動や感謝のストーリーが沢山あります。それをよりシンプルに、一貫性のある形で伝えていくことが大

切です。そして、ロータリーの活動の成功例をマスメディアや地方自治体などに紹介できるよう、ロータリー公共イメージ向

上に向け、地域に適したアプローチを促進することです。

ロータリーの公共イメージ向上に必要なことは何でしょうか。

ロータリーとは何か。ほかの団体とどう違うのか。なぜロータリーが必要なのかなど、ロータリーを人々に伝える方法を考え

直す必要が生じています。

今、私たちがなすべきことは何でしょうか。

すべてのロータリアンがロータリーの一員として自覚と誇りを持って行動を起こすことだと思います。四つのテストに照らし

てみましょう。

コミュニケーションをする際にロータリアン各自がロータリーの理念を守り、活動を推進して、ロータリーの目的を効果的

に伝えることが重要です。

例えば、2730地区の私が所属している鹿児島西RCでは1965年からクラブ独自に定めた表彰制度で社会の目立たない

ところで誠実に継続的に意義のある社会奉仕活動を続けている個人あるいは団体を顕彰するためのロータリー賞を創設

し、毎年のクラブ創立記念日例会で表彰を行いその活動を紹介しています。マスコミも表彰式には毎年取材をしてロータ

リー賞について報道します。

少子高齢社会の現在、地域には自治体やNPO法人などと共同で行うことができて地域が必要としているプロジェクトが

沢山あります。既にそれぞれのクラブが独自の奉仕活動を展開していますが各クラブの活動がロータリーの活動として認

識してもらうためには、ロータリーの理念とRI戦略計画をよく理解し、統一されたロータリーのイメージで情報を発信するこ

とが各地域社会でのロータリー広報・公共イメージ活動が効果的なものになると思います。

第３ゾーン ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 山下皓三(D2730,鹿児島西RC)

■柔軟性は会員増強の救世主になりうるか？

ご存知COL16においてクラブ運営に関する 諸規定が従来のそれらと劇的に変革を遂げた事は記憶に新しい。それも

これも世界的に見て停頓気味の会員増強を強力に押し進めるため、又、ロータリー活性化の基盤である魅力的・効果的

クラブ作りのために柔軟性導入はRIがまとめた最善の 手段であろう。

①：柔軟性導入後の 影響

昨秋本邦全クラブに実施したアンケートの結果、柔軟性導入したクラブは全体の 23%, 導入予定18%, 従来の運営

踏襲が半数を越え53%, 導入しないが6%という数字が出た。しかし、某クラブのように例会回数を月2回に減らしてみたが、

ヤッパリ毎週例会が良いということで早くも元に戻したケースもあると聞く。一方、世界ではRIが2016/7/1、即ちクラブに

柔軟性導入推奨開始時点の 会員数は1年経過の昨年同時期と比較したら約5千人減の120万人強であった。これから

推察すれば柔軟性導入は現時点で世界も日本も会員増加に貢献しているとは言えない。

②: 過去の増強について

日本での新会員は一般的に以下の手続き「探し出す、紹介する、入会を勧める、入会させる、導き・情報を伝達する、

参加させる、研修する」を経て入会し、理念を伴った優秀なロータリアンに成長してきた。増強とは文字通り「会員を増や

し、クラブを強くする」事だ。初めから柔軟性と言う概念はクラブにも新入会員にもなかったのは事実であろう。

③: 今後の増強について

増強は組織維持のため永遠の課題である。基本的にロータリーは他の奉仕団体と違うことを強調し、合わせて日本

独自の慣習・考え方に則り進めるのがベスト。しかし、いつまでも過去の理論に固執し、世界の流れ、時代の流れ、社会

環境の変化への対応が遅れないようにすべきだ。RIは柔軟性と言う画期的な概念を提案し、導入を推奨し、変革を促し

ているように我々もこれを日本流に改変し、応用し、増強に活用する時期が来たようだ。とは言っても増強への王道はク

ラブ会長と会員が一丸となって汗を流す事に尽きると思う。

第３ゾーン ロータリーコーディネーター補佐 伊藤文利（D2690,倉吉RC）
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 115 1 113 1 -2 3 2 80.25 

浦 和 東 91 11 93 11 2 3 2 97.44 

浦 和 南 27 3 27 3 0 3 1 92.59 

浦 和 中 49 3 50 2 1 6 2 83.34 

浦和ダイヤモンド 20 4 21 5 1 3 1 91.05 

第1グループ計 302 22 304 22 2 18 8 88.93 

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 80 7 78 7 -2 8 2 84.12 

さいたま中央 44 2 43 1 -1 5 2 75.00 

さいたまシティ 19 2 19 2 0 3 0 84.21 

浦 和 北 東 39 4 34 3 -5 3 1 75.67 

さいたま新都心 39 0 41 1 2 3 2 87.51 

第2グループ計 221 15 215 14 -6 22 7 81.30 

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 67 2 74 2 7 5 9 86.33 

大 宮 南 41 8 42 8 1 8 1 78.05 

大 宮 中 央 53 0 53 0 0 6 0 80.05 

大 宮 シ テ ィ 74 7 74 7 0 8 0 73.38 

さ い た ま 欅 25 2 24 1 -1 3 0 78.67 

さいたま大空 15 6 16 6 1 2 1 66.67 

第3グループ計 275 25 283 24 8 32 11 79.30 

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 108 7 119 7 11 10 13 75.78 

岩 槻 23 2 24 2 1 5 1 72.22 

大 宮 北 19 1 20 1 1 3 1 83.33 

大 宮 東 45 0 46 0 1 5 1 86.82 

岩 槻 東 27 3 29 4 2 3 3 96.35 

大 宮 北 東 15 2 14 2 -1 2 0 73.40 

第4グループ計 237 15 252 16 15 28 19 81.32 

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 36 0 37 0 1 3 1 86.49 

鴻 巣 23 3 28 3 5 5 5 82.14 

桶 川 20 0 24 0 4 5 4 98.61 

上 尾 西 43 0 44 0 1 3 1 91.87 

北 本 5 0 7 1 2 3 2 89.29 

上 尾 北 26 0 26 0 0 2 0 90.12 

鴻 巣 水 曜 32 1 33 1 1 5 1 83.34 

桶川イブニング 19 1 19 1 0 2 0 82.89 

第5グループ計 204 5 218 6 14 28 14 88.09 

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 35 1 34 1 -1 5 0 79.00 

杉 戸 42 1 45 2 3 5 3 83.33 

春 日 部 西 30 1 32 1 2 5 2 80.27 

庄 和 19 1 21 1 2 3 2 71.43 

春 日 部 南 32 2 30 2 -2 5 1 65.62 

春日部イブニング 25 1 25 1 0 5 0 78.67 

第6グループ計 183 7 187 8 4 28 8 76.39 

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 44 1 45 1 1 3 3 92.59 

蓮 田 53 3 53 3 0 5 3 73.30 

久 喜 48 4 51 4 3 3 3 78.33 

栗 橋 8 0 8 0 0 2 0 85.70 

幸 手 中 央 23 1 24 1 1 3 1 87.50 

第7グループ計 176 9 181 9 5 16 10 83.48 

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 96 4 100 4 4 4 6 73.23 

越 谷 南 48 3 51 4 3 3 3 91.92 

越 谷 北 52 3 53 3 1 3 2 83.10 

越 谷 東 46 3 47 3 1 3 1 85.82 

越 谷 中 19 1 21 2 2 2 2 88.27 

第8グループ計 261 14 272 16 11 15 14 84.47 

第
九
グ
ル
ー
プ

八 潮 33 3 33 3 0 3 0 93.27 

八潮イブニング 24 0 24 0 0 5 0 81.33 

草 加 中 央 14 0 7 0 -7 5 0 50.00 

八 潮 み ら い 24 0 24 0 0 6 0 66.67 

草 加 松 原 38 2 40 2 2 15 2 62.41 

第9グループ計 133 5 128 5 -5 34 2 70.74 

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 16 0 17 0 1 3 1 91.71 

三 郷 33 4 33 4 0 5 0 88.40 

三 郷 中 央 19 1 19 1 0 3 1 73.68 

三郷ウェンズデー 24 3 21 2 -3 2 0 86.46 

松 伏 14 3 16 3 2 3 2 93.76 

吉 川 中 央 0 0 20 3 20 0 20 75.00 

第10グループ計 106 11 126 13 20 16 24 84.84 

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 87 12 88 12 1 5 4 70.25 

鳩 ヶ 谷 21 2 20 2 -1 3 0 85.96 

川 口 東 24 0 26 1 2 3 2 81.59 

川口/鳩ヶ谷武南 23 2 25 2 2 3 2 92.59 

川 口 モ ー ニ ン グ 25 2 25 2 0 5 0 94.67 

川 口 南 35 6 33 6 -2 3 0 68.10 

川口シティ鳩ヶ谷 14 1 14 1 0 2 1 88.86 

埼 玉 ゆ ず 10 10 10 10 0 2 0 69.00 

第11グループ計 239 35 241 36 2 26 9 81.38 

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 54 5 55 5 1 4 2 74.31 

蕨 19 2 20 2 1 3 1 85.33 

川 口 西 28 6 26 5 -2 3 0 71.08 

戸 田 西 21 1 23 1 2 2 2 86.66 

川 口 北 20 0 20 0 0 5 0 74.20 

川 口 北 東 15 2 15 2 0 2 0 71.70 

川 口 中 央 10 1 11 1 1 2 1 100.00 

川口むさし野 14 2 14 2 0 1 0 86.97 

戸田イブニング 18 1 15 1 -3 4 0 68.59 

第12グループ計 199 20 199 19 0 26 6 79.87 

地 区 合 計 2518 180 2591 187 73 284 132 80.58 

 2017～2018年度　　　　　会員数及び出席率報告12 月


